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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 11,588 12.0 290 13.5 375 25.6 151 11.3
22年3月期第3四半期 10,340 △8.8 256 △57.0 298 △54.0 135 △61.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 8.15 ―
22年3月期第3四半期 7.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 11,428 5,108 44.6 275.77
22年3月期 10,902 5,060 46.4 273.19

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  5,108百万円 22年3月期  5,060百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想） 3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,100 14.2 180 △9.5 330 25.5 200 △7.8 10.79



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 ３ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 18,610,000株 22年3月期  18,610,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  86,622株 22年3月期  86,622株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 18,523,378株 22年3月期3Q 18,524,318株
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当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、緊急経済対策や消費刺激策を始めとする政策効果な

どにより、ようやく回復基調が見え始めました。また新興国を中心とした旺盛な需要の拡大による企業収

益の改善の兆しも見られるものの、欧州の財政不安や米国景気の減速懸念に加え、為替相場の行方など依

然先行き不透明な状況が続いております。 

 当服飾雑貨業界におきましても、消費者の生活防衛意識による節約志向や価格訴求によるデフレ傾向が

続き、綿糸などの原材料の急激な高騰や中国生産の不安（チャイナリスク）を抱え、依然として厳しい経

営環境となっております。 

 この様な状況下におきまして、当社グループは既存事業の維持・拡大に努めるとともに、新しい事業の

創造を積極的に行うことで、経営資源をより効率良く運営するべく、昨年より新規参入いたしましたフレ

グランス事業を軌道に乗せることを大きな目標として鋭意努力しております。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

身の回り品事業 

  ハンカチーフはクリスマスのギフト需要が低調であったものの、新たにチャック付きハンカチ 

  ーフなどのアイデア商品を積極投入し自家需要を喚起したことで、売上高は前年同会計期間比 

  101.8％で推移しました。しかしながら上期のマイナスをフォローするには至らず前年同累計期 

  間比99.5％となっております。 

  スカーフマフラーは毛皮商品がトレンドに乗り好調に推移したことや、11月下旬からの気温の 

  冷え込みによる売場の活性化により百貨店売上は伸長いたしました。しかしながら、同アイテム 

  の量販店への導入が苦戦し、前年同会計期間比100.3％にとどまりました。 

   前年同累計期間では、長期に亘る猛暑によるシーズンの立遅れが大きく影響し97.8％となって 

  おります。 

  タオル商材は子会社が扱うスポーツブランドが復調の兆しを見せ回復傾向となりました。（前 

  年同会計期間比175.7％） 

   又、雑貨は新規商品の投入も図れず低調に推移いたしました。（前年同会計期間比74.0％） 

フレグランス事業 

  直営店の売上は上昇基調にありますが、百貨店につきましては新ブランド商品の積極的な投入 

  を行ったものの売上の伸長には繋がりませんでした。卸部門におきましても改善の兆しが見えず 

  フレグランス事業全体としては、売上目標の達成には至りませんでした。 

   また円高による並行輸入品が低価格で出回る市場環境もあり、当社においても収益については 

  厳しい状況が続いております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループ売上高は115億88百万円(前年同期比

112.0％)、売上総利益は46億33百万円(前年同期比118.8％)となりました。 

なお利益につきましては、商品の原価低減を推し進めたことや昨年開設いたしました川辺今治センター

における物流業務の効率化等により販管費の削減を図りました結果、営業利益は２億90百万円(前年同期

比113.5％)、経常利益は３億75百万円(前年同期比125.6％)、四半期純利益は１億51百万円(前年同期比

111.3％)となりました。 

  

当第３四半期における「資産合計」は、前連結会計年度末の109億２百万円から114億28百万円となりま

した。 

これは主として、売上債権、商品及び製品の増加によるものであります。  

「負債合計」は、前連結会計年度末に比べ４億78百万円増加し、63億19百万円となりました。  

これは主として、仕入債務、未払法人税等、長期借入金の増加と短期借入金の減少によるものでありま

す。  

また、「純資産合計」は前連結会計年度末に比べ47百万円増加し、51億８百万円となりました。  

この結果、当第３四半期における総資産は、前連結会計年度末の109億２百万円から114億28百万円となり

ました。 
  

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年11月12日発表の「平成23年３月期第２四半期決算

短信」の業績予想から変更しておりません。 

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

1.棚卸資産の評価方法 
 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会
計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額
を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
  

2.原価差異の配賦方法 
 予定価格等を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価への
配賦を年度決算と比較して簡便的に実施する方法によっております。 
  

3.固定資産の減価償却費の算定方法 
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。 
  

4.経過勘定項目の算定方法 
 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 
  

5.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

6.連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去  
 連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

 当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わな
いで債権と債務を相殺消去しております。 
  

 連結会社相互間の取引を相殺消去 
 取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法
により相殺消去しております。 
  

7.未実現損益の消去 
 四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見
積って計算しております。 
  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
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   (資産除去債務に関する会計基準の適用) 
 当第３四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平
成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21
号 平成20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業利益及び経常利益が11,445千円及び税金等調整前四半期純利益は、29,431千円
減少しております。また、当第３四半期会計期間末の四半期貸借対照表において、資産除去債務
60,840千円を計上しております。 
  

 表示方法の変更 
(四半期連結損益計算書関係) 
 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表
等規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四
半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

   (四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 
 前第３四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローの「その他の資産・負債
の増減額」に含めて表示しておりました「未払金の増減額（△は減少）」、「未払費用の増減額
（△は減少）」については、当第３四半期連結累計期間において重要性が増しましたため、区分掲
記いたしました。 
 なお、前第３四半期連結累計期間「未払金の増減額（△は減少）」、「未払費用の増減額（△は
減少）」の金額は△5,374千円、2,784千円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 409,361 219,676

受取手形及び売掛金 2,829,358 2,629,728

商品及び製品 2,699,999 2,417,672

仕掛品 149,542 96,004

原材料及び貯蔵品 208,035 140,657

その他 354,818 444,786

貸倒引当金 △7,267 △8,983

流動資産合計 6,643,848 5,939,542

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 925,193 987,083

工具、器具及び備品（純額） 99,511 113,077

土地 746,873 881,161

その他（純額） 140,159 81,680

有形固定資産合計 1,911,737 2,063,003

無形固定資産

のれん 264,517 329,646

その他 66,965 70,924

無形固定資産合計 331,482 400,570

投資その他の資産

投資有価証券 901,583 945,041

投資不動産（純額） 1,070,470 1,006,489

その他 571,923 550,255

貸倒引当金 △2,992 △2,729

投資その他の資産合計 2,540,984 2,499,056

固定資産合計 4,784,204 4,962,630

資産合計 11,428,052 10,902,173
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,794,342 2,163,719

短期借入金 1,095,360 1,536,153

1年内償還予定の社債 53,400 53,400

未払法人税等 166,812 122,472

賞与引当金 － 17,800

その他 651,052 647,590

流動負債合計 4,760,967 4,541,134

固定負債

社債 103,200 129,900

長期借入金 565,696 309,702

退職給付引当金 568,613 580,744

資産除去債務 60,840 －

その他 260,538 280,128

固定負債合計 1,558,888 1,300,474

負債合計 6,319,856 5,841,608

純資産の部

株主資本

資本金 1,720,500 1,720,500

資本剰余金 1,770,567 1,770,567

利益剰余金 1,632,963 1,537,492

自己株式 △11,697 △11,697

株主資本合計 5,112,333 5,016,862

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,136 43,702

評価・換算差額等合計 △4,136 43,702

純資産合計 5,108,196 5,060,564

負債純資産合計 11,428,052 10,902,173
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 10,340,948 11,588,928

売上原価 6,442,667 6,955,728

売上総利益 3,898,281 4,633,199

販売費及び一般管理費 3,642,125 4,342,372

営業利益 256,155 290,827

営業外収益

受取利息 121 63

受取配当金 13,290 14,709

投資不動産賃貸料 48,083 71,777

その他 28,815 49,968

営業外収益合計 90,310 136,518

営業外費用

支払利息 24,858 23,610

不動産賃貸費用 20,060 27,365

その他 3,028 1,367

営業外費用合計 47,947 52,343

経常利益 298,518 375,002

特別利益

固定資産売却益 － 1,505

貸倒引当金戻入額 1,993 1,367

償却債権取立益 558 －

特別利益合計 2,552 2,872

特別損失

固定資産除売却損 15,782 4,528

投資有価証券評価損 6,050 7,615

減損損失 － 25,631

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 17,986

移転費用 2,597 95

リース解約損 33 －

その他 441 3,231

特別損失合計 24,905 59,087

税金等調整前四半期純利益 276,165 318,788

法人税等 140,448 167,726

少数株主損益調整前四半期純利益 － 151,062

四半期純利益 135,716 151,062
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【第３四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 3,920,752 4,503,225

売上原価 2,369,138 2,639,188

売上総利益 1,551,614 1,864,036

販売費及び一般管理費 1,265,187 1,508,946

営業利益 286,426 355,089

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 2,966 4,308

投資不動産賃貸料 17,565 24,547

その他 12,235 16,665

営業外収益合計 32,773 45,525

営業外費用

支払利息 8,195 7,510

不動産賃貸費用 10,341 9,115

その他 23 1,045

営業外費用合計 18,560 17,672

経常利益 300,639 382,942

特別利益

貸倒引当金戻入額 150 －

償却債権取立益 558 －

特別利益合計 708 －

特別損失

固定資産除売却損 13,346 643

投資有価証券評価損 4,743 －

移転費用 1,517 －

店舗閉鎖損失 － 484

その他 150 33

特別損失合計 19,756 1,161

税金等調整前四半期純利益 281,591 381,781

法人税等 123,486 161,206

少数株主損益調整前四半期純利益 － 220,574

四半期純利益 158,105 220,574
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 276,165 318,788

減価償却費 132,187 151,716

のれん償却額 69,650 65,129

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,023 △1,452

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,800 △17,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） 30,768 △12,130

受取利息及び受取配当金 △13,411 △14,772

支払利息 24,858 23,610

固定資産除売却損益（△は益） 15,782 3,022

減損損失 － 25,631

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 17,986

受取賃貸料 △48,083 △71,777

投資有価証券評価損益（△は益） 6,050 7,615

売上債権の増減額（△は増加） 321,466 △199,541

たな卸資産の増減額（△は増加） △104,001 △403,242

仕入債務の増減額（△は減少） △414,783 791,459

未払金の増減額（△は減少） － 28,830

未払費用の増減額（△は減少） － △36,583

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,535 33,283

その他の資産・負債の増減額 73,493 △63,941

小計 326,784 645,829

利息及び配当金の受取額 13,411 14,772

利息の支払額 △23,498 △21,145

法人税等の支払額 △105,891 △132,903

営業活動によるキャッシュ・フロー 210,806 506,552

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 21,521 －

有形固定資産の取得による支出 △515,165 △72,374

有形固定資産の売却による収入 － 84,050

無形固定資産の取得による支出 △14,469 △10,431

投資有価証券の売却による収入 150 －

投資有価証券の取得による支出 △36,108 △36,117

投資不動産の賃貸による収入 49,213 73,643

貸付金の回収による収入 12,527 125

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

36,281 －

営業譲受による支出 － △25,000

差入保証金の差入による支出 － △81,742

その他の収入 40,969 21,728

投資活動によるキャッシュ・フロー △405,079 △46,119
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 250,000 20,000

短期借入金の返済による支出 △229,202 △510,000

長期借入れによる収入 293,700 500,000

長期借入金の返済による支出 △315,984 △194,799

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 － △26,700

配当金の支払額 △91,967 △55,291

自己株式の取得による支出 △409 －

リース債務の返済による支出 △2,697 △2,811

その他 △3,057 △1,146

財務活動によるキャッシュ・フロー 382 △270,748

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △193,890 189,684

現金及び現金同等物の期首残高 466,730 219,676

現金及び現金同等物の四半期末残高 272,840 409,361
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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